
  

１ 生活・学習  
改善したい点（◎「基礎・基本」，◇「全国」） 今後の具体的な取組みの内容 

◎「学校へ行くのは楽しい」と感じる児童の割合を向上さ

せる。 

 

◎「ふだん（月曜日～金曜日），同じくらいの時刻に寝て

います・起きています」と回答する児童の割合を向上

させる。 

・落ち着いた雰囲気の中で学校生活を送れる環境を整える

と共に，家庭と連絡をとり合いながら，児童一人一人の実

態に応じた指導を心がける。 

・規則正しい生活の大切さを児童に指導していくと共に，

「朝の会」での起床時刻の点検活動を続けていく。 また，

保護者への啓発活動を継続していく。 

 

来年度の目標値 
・「学校へ行くのが楽しい」と感じる児童の割合を90%以上にする。 
・「ふだん同じくらいの時刻に寝ています」「起きています」と回答する児童の割合を90%

以上にする。 
２ 教科学習への意識 

 
児童の回答と学校の指導についての課題 

（◎「基礎・基本」，◇「全国」） 
授業改善の方向性や具体的な取組み 

国 

 

語 

◎ 「国語の授業では，伝えたいことの中心をはっきり
させ，組み立てを考えて文章を書いています」と回
答（あてはまる・ややあてはまる）した児童が，県平
均より５ポイント低かった。 

◎ 書いたものを振り返る（推敲）時間が不足してい

る。 

・毎時間，授業の振返りを書く際に，組み立てを意識さ

せ，伝えたいことの中心をはっきりさせて書かせる。 

 

・書いたものを推敲する時間を保障する。 

算 

 

数 

◎ 「算数の授業では，考え方やとき方を絵や図など
に表したり，まとめたりしています。」と回答（あて
はまる・ややあてはまる）した児童が，前年度に
比べて若干増えたが，県平均より５．２％低かっ
た。 

◎ 発達段階にあった指導法の改善が機能していな

い面がある。 

 

・問題文などから分かっていることと，聞かれているこ

とを，発達段階に合った簡単な絵や図などを用いて

表す学習活動を適宜取り入れて行く。 

・少人数指導の校内研究会を中心に，指導法の改善に

ついて研修を深め，実践に生かしていく。 

 

来年度の目標値 
・国語の授業では，伝えたいことの中心をはっきりさせ，組み立てを考えて文章を書いていま

すと回答する児童の割合を県平均程度にする。 
・「算数の授業では，考え方やとき方を絵や図などに表したり，まとめたりしています。」と回

答する児童の割合を県平均程度にする。 

算数の授業では，考え方やとき方を絵や図などに表したり，まとめたり
しています。 

授 業 改 善 シ ー ト〔質問紙調査〕 校番（ ９ ）番 福山市立 泉 小学校 

国語の授業では，伝えたいことの中心をはっきりさせ，組み立てを考えて文章を

書いています。 
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・Plan ・Do ・Action ・Check 

授 業 改 善 シ ー ト〔実施スケジュール〕 校番（ ９ ）番 福山市立 泉 小学校 

結果の分析・H２１の改善計画の見直し 
H２２の改善計画の実施 

検証 次年度の計画 

朝の読書，図書室の利用，ことばタイムの充実 

●泉タイムの活用

（漢字と計算の繰

り返し学習を中心

とした，基礎基本

の徹底と補充学

習），ことばタイム

の充実 

●泉タイムの活用

（漢字と計算の繰

り返し学習を中心

とした，基礎基本

の徹底と補充学

習），ことばタイム

の充実 

●学校評価自己評価

表による中間検証 
●学校評価自己評価

表による最終検証 

●公開研究会 ●CDTテストの実施・分析 

●来年度の方向性 

●指導法工夫改善計画 

●指導法工夫改善計画 

●指導法工夫改善計画 

●少人数指導の研究，算数的活動の充実 

●来年度

の方向性 

●来年度

の方向性 

●学級経営案の作成 

● 自尊感情を持ち，自己肯定感を育てる学級経営 ●ことばの教育の実践  
● 基本的生活習慣の定着 ● 家庭学習の習慣化（計画的な学習） 

●学校評価自己

評価表の作成 
●学校評価自己評価基準

の作成 

●数量関係領域・量と測定領域の単元末テスト 


